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論文の内容の要旨
　土壌と地上という異なる環境に身を置いて生きる植物にとって，土壌環境の変化は重要である。根と地上部器
官の相互作用の場の一つである導管中を流れる導管液には，多数の有機物質が含まれており，これら有機物質が
個体全体の機能調節・維持に関わっていることが考えられる。本研究では，根から地上部器官への情報伝達と個
体統御の機構解明を目的に，カボチャの根から採取した導管液（以下カボチャ根導管液）を用い，キュウリ黄化
子葉の緑化誘導をバイオアッセイ系として，導管液中の緑化制御因子の機能分析・単離精製を行った。
　まず，新土佐一号カボチャに加賀青長節成キュウリを接ぎ木したところ，キュウリ子葉のクロロフイル含量が
半減し，さらに，カボチャ根に対する湿潤処理によりキュウリ子葉の黄化が促進されたことから，根で作られた
生理活性物質が地上部器官へ輸送され，子葉のクロロフィル代謝の変化等を引き起こすことが推測された。次に，
湿潤処理した植物から採取した根導管液をゲル濾過カラムにより分画したところ，見かけの分子量1，500付近に強
い緑化阻害因子が検出され，湿潤処理によってその活性が増加することが観察された。
　次に，この阻害因子とクロロフィル合成阻害剤のレブリン酸，カロチノイド合成阻害剤のノルフルラゾンをアッ
セイにかけ，子葉の生重量とクロロフィル・プロトクロロフィリド・カロチノイド量の変化を比較検討し，クロ
ロフィル合成におけるこの因子の作用部位の推定を行った。その結果，既知の阻害剤と異なり，光照射時に促さ
れるプロトクロロフイリドからクロロフィリドヘの過程が強く抑制され，葉緑体の光形態形成の阻害も観察され
た。また，LC㎜S分析により，この活性画分に特異的な物質の分子量が1，222であることが明らかとなった。
　一方，播種後50日目の若いカボチャの導管液をゲル濾過カラムにかけたところ，高い緑化促進活性が見られ，
この活性は土壌湿潤処理により減少した。この促進因子を逆相と順相カラムを用いて精製し，単一の吸光ピーク
を有する画分を得たが，このピークは活性がないフェニルアラニンに由来していた。そこで，活性画分中に少量
検出されたゼアチン誘導体を調べたところ，zeatin一ひg1ucoside（ZOG）が同定された。ZOGの緑化促進活性を調べ
たところ，ごく低濃度でも高い促進活性を有していることが観察された。また，湿潤処理により導管液中の濃度
が検出限界以下に減少する事も判明した。
　以上の研究から，根において産生され，導管液を介して地上部器官へ送られる有機物質（阻害因子と促進因子）
により，地上部器官である葉の緑化が制御されていることが示された。
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審査の結果の要旨
　本論文において，従来不活性型であると考えられてきたサイトカイニンの一種であるZOGが，若い植物体の根
で産生され，導管液を介して地上部器官の緑化に関わっている事が初めて示された。また，根において未知の緑
化阻害因子も産生され，土壌の環境情報の伝達に関わっている可能性が示された。緑化阻害因子の同定や生理活
性物質の作用機構の詳細など，まだ未解明な問題も残されてはいるものの，導管液生理活性物質の同定とその作
用の解明に成功した本研究は，維管束植物の個体機能，特に根の生理機能の理解に多大なる貢献をすると考えら
れる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一54一
